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■ 示説発表について

(1) 示説発表は1題7分（発表5分／質疑・討論2分）

討論形式は各座長の指示に従い、時間厳守でお願いします。

(2) ポスター掲示・撤去時間は下記とおりです。

掲示：1月19日（金） 8:10～9:00

撤去：1月19日（金）16:50～17:30

撤去時間を過ぎても撤去されないポスターは事務局にて処分いたし

ます。

(3) 展示パネルの大きさは、1題あたり横90cm×縦180cmです。

演題番号は事務局にてご用意いたします。

演題名・所属演者名の表示は横70cm×縦20cmで各自ご用意くださ

い。（下記参照）

■ 座長へのご案内

（1）口演発表

・ 担当セッション開始30分前までに口演会場（2F小ホール）前の『座長受付』へお越しください。

受付後、開始10分前に会場前方の『次座長席』にてお待ちください。

・ 演者の方に発表時間（発表5分、質疑・討論2分）を厳守・徹底していただくようお願いいたします。

（2）示説発表

・ 担当セッション開始30分前までに示説会場（B1F展示場）前の『座長受付』へお越しください。

・ 演者の方に発表時間（発表5分、質疑・討論2分）を厳守・徹底していただくようお願いいたします。

■ 総合討論について

すべての演題（口演・示説）発表終了後、口演会場にて主題別総合討論を行います。

各セッションの座長ならびに演者は、必ずご出席ください。

■ 抄録原稿について

雑誌掲載用の抄録原稿は、第66回大腸癌研究会のホームページ上で1月19日（金）までにご登録くだ

さい。（アドレス：http://jsccr.umin.jp/）

演題名・所属
演　者　名

20cm 70cm

90cm

20cm
160cm

180cm

日　時：2007 (平成19) 年1月19日(金) 12:00-13:00
場　所：大宮ソニックシティ（4F国際会議室）
当番世話人：小西 文雄（自治医科大学附属大宮医療センター 外科）

【講演1】大腸癌の補助化学療法

本邦における無作為比較試験の結果と進捗状況
司会：田中洋一（埼玉県立がんセンター消化器外科）
演者：植竹宏之（東京医科歯科大学応用腫瘍学講座）

【講演2】大腸癌手術における腹腔鏡下手術と開腹手術の無作為比較試験

欧米における結果と本邦における進捗状況
司会：澤田俊夫（群馬県立がんセンター）
演者：北野正剛（大分大学第1外科）

共　催：大鵬薬品工業株式会社、第66回大腸癌研究会
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第66回大腸癌研究会

発表形式 時間 セッション 演題番号 ページ

口演発表 9:00-9:35 主題1-1「大腸鋸歯状病変の特徴と臨床的意義」 O-1～5 8

9:40-10:15 主題1-2「大腸鋸歯状病変の特徴と臨床的意義」 O-6～10 8

10:15-10:50 主題1-3「大腸鋸歯状病変の特徴と臨床的意義」 O-11～15 8

11:00-11:45 特別講演 9

13:10-13:50 主題2-1「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 O-16～20 9

13:50-14:18 主題2-2「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 O-21～24 9

14:20-14:48 主題2-3「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 O-25～28 10

14:50-15:18 主題2-4「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 O-29～32 10

15:20-15:48 主題2-5「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 O-33～36 10

15:50-16:18 主題2-6「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 O-37～40 11

16:20-16:48 主題2-7「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 O-41～44 11

17:00-17:30 総合討論　主題1「大腸鋸歯状病変の特徴と臨床的意義」 11

17:30-18:00 総合討論　主題2「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 11

発表形式 時間 セッション 演題番号 ページ

ポスター 9:10-9:52 主題2-P1「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-1～6 12

9:55-10:44 主題2-P2「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-7～13 12

13:10-13:52 主題1-P1「大腸鋸歯状病変の特徴と臨床的意義」 P-74～79 13

13:55-14:37 主題1-P2「大腸鋸歯状病変の特徴と臨床的意義」 P-80～85 13

14:40-15:15 主題2-P3「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-14～18 14

15:15-15:50 主題2-P4「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-19～23 14

15:50-16:32 主題2-P5「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-24～29 15

9:10-9:59 主題2-P6「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-30～36 15

10:00-10:49 主題2-P7「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-37～43 16

13:10-13:45 主題2-P8「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-44～48 16

13:45-14:34 主題2-P9「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-49～55 17

14:35-15:17 主題2-P10「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-56～61 17

15:20-16:02 主題2-P11「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-62～67 18

16:05-16:47 主題2-P12「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」 P-68～73 18



15:50-16:18 主題2-6「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」
座長：齋藤典男（国立がんセンター東病院）

O-37 大腸MP癌におけるリンパ節転移危険因子の検討 ...................................................................................40
小山基他（弘前大学第2外科大腸癌化学療法研究会）

O-38 大腸MP癌の腫瘍径・組織型とリンパ節転移の関係および至適郭清度についての検討...................40
真崎茂法他（勤医協中央病院外科）

O-39 大腸mp癌のリンパ節転移状況から見た郭清範囲の検討 .......................................................................41
久須美貴哉他（恵佑会札幌病院外科他）

O-40 当院におけるMP癌の臨床病理学的検討―適切なリンパ節郭清範囲を踏まえて― ...........................41
小森康司他（愛知県がんセンター中央病院消化器外科）

16:20-16:48 主題2-7「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」
座長：関本貢嗣（大阪大学大学院消化器外科）

O-41 pMP大腸癌における至適リンパ節郭清程度に関する検討 .....................................................................42
梶原由規他（防衛医科大学校外科学講座1）

O-42 大腸MP癌のリンパ節郭清に関する検討....................................................................................................42
緒方俊二他（大腸肛門病センター高野病院）

O-43 大腸mp癌に対する治療法についての検討................................................................................................43
河原一雅他（福岡大学筑紫病院外科）

O-44 大腸MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲の検討 ...............................................................................43
佐藤美信他（藤田保健衛生大学外科）

17:00-17:30 総合討論　主題1「大腸鋸歯状病変の特徴と臨床的意義」
司会：味岡洋一（新潟大学大学院医歯学総合研究科分子・診断病理学分野）

工藤進英（昭和大学横浜市北部病院）

17:30-18:00 総合討論　主題2「SM癌、MP癌に対する適切なリンパ節郭清範囲」
司会：杉原健一（東京医科歯科大学腫瘍外科）

関本貢嗣（大阪大学大学院消化器外科）
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